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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソリッドインク移送システムであって、
　ソリッドインクスティックを装填領域から搬送する移動支持部材を有するソリッドイン
クスティック装填装置と、
　前記移動支持部材から受け取ったソリッドインクスティックと係合し、このソリッドイ
ンクスティックをインク溶融装置に送る移動把持装置を有するソリッドインクスティック
供給装置と、
を備え、
　前記移動把持装置はさらに、
　前記ソリッドインクスティックを移動し、前記ソリッドインクスティックの第１面に圧
力をかけるように構成される第１移動部材と、
　前記ソリッドインクスティックが前記第１移動部材によって移動される際に、前記ソリ
ッドインクスティックを移動し、前記ソリッドインクスティックの第２面に圧力をかける
ように構成される第２移動部材と、
を有し、
　前記ソリッドインクスティックの前記第１面と前記第２面とに圧力をかけて、前記ソリ
ッドインクスティックが前記第１移動部材と前記第２移動部材との間で把持される、
ソリッドインク移送システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のソリッドインク移送システムであって、前記移動支持部材が、前記装
填領域から搬送される前記ソリッドインクスティックの底部領域を支持する移動ベルトを
備える、ソリッドインク移送システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のソリッドインク移送システムであって、前記移動支持部材が、第１の
移動ベルトと、第２の移動ベルトとを備える、ソリッドインク移送システム。
【請求項４】
　請求項３に記載のソリッドインク移送システムであって、前記第１の移動ベルトと前記
第２の移動ベルトは、前記インク溶融装置に移送される前記インクスティックの底部領域
に近接して配置される、ソリッドインク移送システム。
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【請求項５】
　請求項１に記載のソリッドインク移送システムであって、前記ソリッドインクスティッ
ク装填装置の前記移動支持部材は、前記ソリッドインクスティック供給装置の前記移動把
持装置の前記第１移動部材および前記第２移動部材とは異なる速度で移動する、ソリッド
インク移送システム。
【請求項６】
　ソリッドインク移送システムであって、
　装填領域からソリッドインクスティックを移送する移動支持部材を有するソリッドイン
クスティック装填装置と、
　第１上側移動ベルトと第２上側移動ベルトと、第１下側移動ベルトと第２移動下側ベル
トとを有するソリッドインクスティック供給装置であって、前記ソリッドインクスティッ
クが、前記第１及び第２上側移動ベルトと前記第１及び第２下側移動ベルトとの間で把持
されるソリッドインクスティック供給装置と、
を備えるソリッドインク移送システム。
【請求項７】
　相転移インクプリンタであって、
　接触するソリッドインクスティックを溶融するように動作可能な溶融プレートと、
　ソリッドインク移送システムと、
を備え、
　前記ソリッドインク移送システムは、
　前記ソリッドインクスティックを装填領域から搬送する移動支持部材を有するソリッド
インクスティック装填機構と、
　前記移動支持部材から受け取ったソリッドインクスティックと係合し、このソリッドイ
ンクスティックをインク溶融装置に送る移動把持装置を有するソリッドインクスティック
供給機構と、
を備え、
　前記ソリッドインク供給機構は、第１移動ベルトと第２移動ベルトとを有し、前記第１
移動ベルトは前記ソリッドインクスティックの第１面に圧力をかけるように配置され、前
記第２移動ベルトは前記ソリッドインクスティックの第２面に圧力をかけるように配置さ
れる、
相転移インクプリンタ。
【請求項８】
　ソリッドインクスティックであって、
　長手方向の長さを有するソリッドインクスティック本体と、
　前記ソリッドインクスティック本体の、前記長手方向に平行に延びる面の少なくとも１
つに設けられた少なくとも１つのキーと、
　前記ソリッドインクスティック本体の第１の側面の第１の角付近に位置する第１の駆動
係合構造と、
　前記ソリッドインクスティック本体の前記第１の側面と対向する第２の側面の第２の角
付近に位置する第２の駆動係合構造と、
を備え、
　前記第１および前記第２の駆動係合構造は、互いに平行であり、前記ソリッドインクス
ティック本体の前記長手方向に延びており、前記キーとは独立している、
ソリッドインクスティック。
【請求項９】
　請求項８に記載のソリッドインクスティックであって、前記インクスティックは、
　少なくとも４つの長手面と、
　前記ソリッドインクスティック本体の対向する面の第１および第２の駆動係合構造から
なる第１の対であって、前記第１および前記第２の駆動係合構造は、互いに平行であり、
前記インクスティック本体の前記長手方向に延びており、前記キーから独立している第１
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の対と、
　前記ソリッドインクスティック本体の対向する面の第１および第２の駆動係合構造から
なる第２の対であって、前記第１および前記第２の駆動係合構造は、互いに平行であり、
前記インクスティック本体の前記長手方向に延びており、前記キーから独立している第２
の対と、
を備えるソリッドインクスティック。
【請求項１０】
　請求項８に記載のソリッドインクスティックであって、
　互いに平行で、前記駆動係合構造に垂直である前記インクスティック本体の前端と後端
とをさらに備える、ソリッドインクスティック。
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